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本
日
こ
こ
に
、
平
成
27
年
度
、
第

51
回
全
国
連
合
退
職
校
長
会
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
下
村 

博
文
文
部
科
学
大
臣
代
理　

初
等
中

等
教
育
局
視
学
官　

望
月 

昌
代
様

を
は
じ
め
、
教
育
関
係
諸
団
体
の
代

表
の
皆
様
、
報
道
関
係
者
の
方
々
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
錦
上
華
を
添
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
１
年
間
の
教
育
改
革
に
関
す

る
文
部
科
学
省
、
中
央
教
育
審
議
会

か
ら
の
発
信
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

教
育
再
生
実
行
会
議
の
第
一
次
提
言

か
ら
第
六
次
提
言
に
基
づ
く
諮
問
や

答
申
、
法
改
正
が
舳
艪
相
衘
（
じ
く

ろ
あ
い
ふ
く
む
）
で
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
は
、
平
成
28
年
に
答
申
が

予
定
さ
れ
て
い
る
抜
本
的
な
「
学
習

指
導
要
領
」
の
改
正
に
関
心
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
当
た
っ
て

必
要
な
物
的
、
人
的
教
育
諸
条
件
の

整
備
・
充
実
、
就
中
、
教
職
員
定
数

改
善
計
画
の
推
進
が
不
可
欠
と
思
い

ま
す
。

こ
の
他
、
一
つ
目
は
、
学
校
教
育

法
第
一
条
（
学
校
の
範
囲
）
に
新
た

に
書
き
加
え
ら
れ
る
義
務
教
育
学
校

に
つ
い
て
で
す
。
小
中
一
貫
教
育
学

校
（
仮
称
）
と
し
て
提
言
さ
れ
た
背

景
や
、
在
り
方
に
つ
い
て
、
深
く
、

幅
広
く
研
究
・
協
議
し
、
自
治
体
が

設
置
を
検
討
・
判
断
さ
れ
る
と
き
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
の
で
き
る

内
容
の
全
連
退
の
見
解
を
示
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
教
育
再
生
実
行
会
議

第
六
次
提
言
に
、「
全
て
の
学
校
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
化
」
が

提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
姿
が
、
こ
の
法

文
通
り
で
よ
い
の
か
、
つ
ぶ
さ
に
検

討
し
、
全
連
退
と
し
て
の
望
ま
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
像
を
公

表
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
地
教
行
法
の
改
正
に

よ
り
各
自
治
体
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
「
総
合
教
育
会
議
」
の
課

題
や
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

し
、
そ
の
成
果
を
全
国
に
発
信
し
て

い
く
所
存
で
す
。
全
連
退
の
会
員
各

位
は
居
住
地
の
自
治
体
に
設
置
さ
れ

た
「
総
合
教
育
会
議
」
を
傍
聴
さ
れ
、

情
報
を
本
部
に
伝
え
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
本
年
、
全
国
連
合
退
職
校

長
会
は
、
設
立
50
周
年
の
大
き
な
節

　

第
五
十
一
回  

総 

会 

挨 

拶

　
　

全
国
連
合
退
職
校
長
会

　
　
　
　

会
長　
　

戸
張
　
敦
雄
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目
を
迎
え
ま
す
。
10
月
15
日
に
は
、

そ
の
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行
・

開
催
し
ま
す
。
そ
の
た
め
５
委
員
会

を
設
置
し
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に

記
念
事
業
計
画
に
従
い
、
着
実
に
実

現
に
向
け
て
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
設
立
50
周
年
を
超
え
、
次
の

10
年
、
20
年
に
向
け
て
新
た
な
道
を

歩
ん
で
い
き
ま
す
。
50
周
年
の
意
義

に
つ
い
て
私
は 

① 

50
年
継
続
し
て

き
た
伝
統
の
中
か
ら
、
ピ
リ
オ
ド
を

打
つ
こ
と
を
慎
重
に
選
び
、
ス
ッ
キ

リ
し
た
全
連
退
を
創
造
し
て
い
く
こ

と 

② 

組
織
力
を
高
め
、
足
腰
の
強

固
な
全
連
退
を
目
指
し
て
決
意
を
新

た
に
し
て
出
発
す
る
こ
と
、
だ
と
考

え
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
、
本
総
会
に
お
い
て

承
認
さ
れ
る
新
役
員
の
方
々
と
と
も

に
、
全
連
退
の
目
的
、
使
命
の
実

行
・
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
念
願
の
「
教
育
の
日
」
の
祝

日
化
へ
の
行
動
力
も
高
め
、
全
連
退

の
存
在
感
の
高
揚
を
目
指
し
て
い
く

所
存
で
す
。

で
お
り
ま
す
。「
人
づ
く
り
は
国
づ

く
り
」
で
す
。
日
本
の
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
は
国
の
一
番
の
宝
で
あ
り
、

教
育
は
国
の
根
幹
を
形
作
る
最
重
要

政
策
で
す
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、

教
育
基
本
法
の
理
念
の
下
、
第
二
期

教
育
振
興
基
本
計
画
の
着
実
な
実
施

に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
育
再
生
実

行
会
議
の
提
言
も
踏
ま
え
、
知
識
・

技
能
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
新
し
い

時
代
を
生
き
る
上
で
必
要
な
資
質
・

能
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

課
題
の
発
見
と
解
決
に
向
け
た
主
体

的
・
協
働
的
な
学
び
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
飛
躍
的
充
実

や
、
学
校
が
チ
ー
ム
と
し
て
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
教
員
と
事
務
職
員
、

様
々
な
人
材
と
の
役
割
分
担
や
連
携

の
在
り
方
を
検
討
す
る
な
ど
、
様
々

な
観
点
か
ら
教
育
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

先
を
見
通
す
こ
と
の
難
し
い
時
代

を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
い
く
の

は
、
生
涯
を
通
じ
て
不
断
に
学
び
、

考
え
、
予
想
外
の
事
態
を
乗
り
越
え

な
が
ら
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
開
き
、

他
者
と
協
力
し
合
っ
て
よ
り
良
い
社

会
作
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
人
間
で
す
。
子
供
た
ち
に
、
社

会
で
自
立
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
真
の
学
ぶ
力
」
を
身
に
付
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
方
の

一
層
の
御
尽
力
・
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
総
会
が
、
所
期
の
目

的
を
達
成
し
多
大
な
成
果
が
得
ら
れ

ま
す
よ
う
御
期
待
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
全
国
連
合
退
職
校
長
会
の
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
御
出
席
の
皆

様
の
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

   

文
部
科
学
大
臣 

下
村
　
博
文 

様

　  （
代
読
）初
等
中
等
教
育
局
視
学
官

 

望
月
　
昌
代 

様

　

祝
　
　
　
辞

平
成
27
年
度
全
国
連
合
退
職
校
長

会
総
会
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
御
出
席
の
全
国
連
合
退
職

校
長
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
長
年
に

わ
た
り
学
校
運
営
の
責
任
者
と
し
て
、

学
校
教
育
の
充
実
・
発
展
の
た
め
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
、
現
在
も
な
お

教
育
界
の
先
達
と
し
て
御
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

皆
様
御
存
じ
の
と
お
り
、
第
二
次

安
倍
内
閣
は
教
育
再
生
を
内
閣
の
最

重
要
課
題
と
し
て
掲
げ
て
取
り
組
ん

来賓各位
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お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た　

全
日
本
中
学
校

長
会　

会
長
の
港
区
立
小
中
一
貫
教

育
校
白
金
の
丘
学
園　

白
金
の
丘
中

学
校
校
長
の
伊
藤 

俊
典
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

本
日
は
、
第
51
回
全
国
連
合
退
職

校
長
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

に
つ
い
て
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
本
会
会
長
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
戸
張 

敦
雄
様
は
じ
め
役
員

の
皆
様
、
ま
た
関
係
の
皆
々
様
に
は
、

日
頃
よ
り
我
が
国
の
教
育
の
振
興
に

つ
い
て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。
全
国
連
合
退
職
校
長
会
は
、

そ
の
綱
領
の
第
一
に
、「
教
育
尊
重

の
気
運
を
高
め
、
日
本
の
教
育
の
振

興
に
寄
与
す
る
」
を
旨
と
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
私
共
、
現
役
の
校
長
・
園
長
が

多
大
な
お
力
添
え
を
頂
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
現
在
の
教
育
界
に
お
い
て

は
、
新
し
い
制
度
の
構
築
や
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
、
い
じ
め
や
不
登
校

の
防
止
な
ど
様
々
な
課
題
へ
の
対
応

や
教
育
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
へ
の
動

き
も
速
ま
っ
て
お
り
、
来
年
度
・
平

成
28
年
度
末
に
は
新
学
習
指
導
要
領

の
告
示
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ

し
て
、
小
学
校
で
は
平
成
32
年
度
か

ら
、
中
学
校
で
は
平
成
33
年
度
か
ら
、

高
等
学
校
で
は
平
成
34
年
度
か
ら
全

面
実
施
と
な
る
予
定
で
す
。
こ
う
し

た
状
況
に
お
い
て
、
私
た
ち
、
学
校

経
営
の
責
任
者
で
あ
る
校
長
・
園
長

が
、
学
校
の
実
態
や
教
育
の
実
状
を

踏
ま
え
た
意
見
を
し
っ
か
り
と
表
明

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
教
育
諸
条
件
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
先
般
、
財
政
制
度
等

審
議
会
が
打
ち
出
し
た
教
職
員
定
数

の
合
理
化
案
に
は
大
き
な
危
惧
を
抱

い
て
お
り
、
全
日
中
と
し
ま
し
て
は
、

関
係
団
体
と
も
連
携
を
図
り
、
教
育

諸
条
件
の
整
備
や
職
責
に
見
合
っ
た

待
遇
改
善
に
も
、
一
層
力
を
入
れ
て

参
る
所
存
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
連
合
退
職
校

長
会
と
も
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
申
し
述
べ
た
い
こ
と
は
、
東

日
本
大
震
災
被
災
地
に
お
け
る
教
育

の
正
常
化
へ
の
支
援
で
あ
り
ま
す
。

震
災
か
ら
４
年
余
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
全
日
中
と
し
ま
し
て
も
被

災
地
に
お
け
る
教
育
の
正
常
化
に
向

け
、
支
援
を
継
続
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
昨
年
度
、
義
援
金
口
座
は
閉

じ
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
支
援

委
員
会
を
中
心
と
し
て
支
援
は
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
風
評
被

害
か
ら
被
災
地
を
守
る
た
め
に
、
教

育
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
通

し
て
、
防
災
教
育
の
充
実
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
本
会
の

皆
様
に
も
引
き
続
き
ご
支
援
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
会
の
ま

す
ま
す
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
校
園
長
会
長
代
表

　

全
日
本
中
学
校
長
会

会
長
　
伊
藤
　
俊
典
様
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日　

時　

平
成
27
年
６
月
11
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
よ
り

会　

場　

江
戸
東
京
博
物
館

　
　
　
　

会
議
室

出
席
者　

正
副
会
長
、
常
任
理
事
、

	

理
事
、
監
事
、
代
議
員
等　

134
名

司
会
・
進
行  

総
務
部
長	

入
子
祐
三

₁
、
開
会
の
辞  

副
会
長	

山
田
忠
男

₂
、
国
歌
斉
唱　

　
　

指
揮　

	

中
原
慎
三

₃
、
全
連
退
「
綱
領
」
の
唱
和

　
　

主
唱　

総
務	

大
野
幸
男

₄
、
会
長
挨
拶	

戸
張
敦
雄

₅
、
来
賓
祝
辞

　

○
文
部
科
学
大
臣	

下
村
博
文
様

　
（
代
理
）初
等
中
等
教
育
局
視
学
官

	
	

望
月
昌
代
様

　

○
全
国
校
園
長
会
長
代
表

　
　

全
日
本
中
学
校
長
会　

	
	

会
長　

伊
藤
俊
典
様

　

○
来
賓
紹
介

　

	
	

事
務
局
長　

徳
永
裕
人

₆
、
議
長
選
出

前
日
の
理
事
会
で
片
岡
敦
子
、
鈴

木
信
光
の
両
副
会
長
を
選
出

₇
、
議
事

　

第
１
号
議
案

　
　

平
成
26
年
度
会
務
報
告

	
	

総
務
部
長　

入
子
祐
三

　

第
２
号
議
案

平
成
26
年
度
決
算
報
告
並
び
に

監
査
報
告

・
決
算
報
告　

	
	

会
計
部
長　

白
石
裕
一

・
監
査
報
告　

　

	

監
事	

岩
佐
喜
一

	
	

（
Ｐ
10
・
12
）

　

第
３
号
議
案

平
成
27
年
度
役
員
選
出

　

そ
の
１　

副
会
長
の
退
任
と
就
任

（
北
海
道
地
区
）

森　
　

剛　

→　

永
峰　

貴

（
東
北
地
区
）

鈴
木
信
光　

→　

大
山
明
夫

　
（
関
東
甲
信
越
地
区
）

清
水
章
夫　

→　

樋
浦
晃
治

（
東　

京
）

片
岡
敦
子　

→　

多
田
丈
夫

（
東
海
北
陸
地
区
）

江
端
雅
司
（
再
任
）

（
近
畿
地
区
）

松
重
享
蔵　

→　

橋
本
楯
夫

（
中
国
地
区
）

山
田
忠
男　

→　

中
原
和
昭

（
四
国
地
区
）

横
山
和
雄　

→　

後
藤
忠
雄

（
九
州
地
区
）

城
後
武
史　

→　

宮
原
都
明

　

そ
の
２　

監
事
の
退
任
と
就
任

千
葉　

勝
（
宮
城
）　

→

菊
池
成
夫
（
岩
手
）

岩
佐
喜
一
（
千
葉
）　

→

高
橋　

基
（
長
野
）

加
賀
昭
一
（
愛
知
）　

→

面　

邦
雄
（
福
井
）

　

第
４
号
議
案

平
成
27
年
度
「
目
標
」
案

並
び
に
事
業
計
画
案

各
部
長
・
委
員
長
か
ら
提
案

	
	

（
P
８
・
９
）

第
５
号
議
案

平
成
27
年
度
予
算
案

	
	

会
計
部
長　

白
石
裕
一

	
	

（
Ｐ
11
・
12
）

総　

会　

報　

告

第51回　全連退総会

議長団
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第
６
号
議
案

　
「
総
会
宣
言
」
の
採
択
（
Ｐ
７
）

　

読
み
上
げ　

副
会
長　

江
端
雅
司

※ 

各
提
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

₈
、
感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈

	
	

（
Ｐ
５
）

₉
、
閉
会
の
辞

	
	

副
会
長　

後
藤
忠
雄

⑴
　
退
任
副
会
長

森　
　
　

剛
様
（
北
海
道
）

鈴
木　

信
光
様
（
東
北
）

清
水　

章
夫
様
（
関
東
甲
信
越
）

片
岡　

敦
子
様
（
東
京
）

松
重　

享
蔵
様
（
近
畿
）

山
田　

忠
男
様
（
中
国
）

横
山　

和
雄
様
（
四
国
）

城
後　

武
史
様
（
九
州
）

⑵
　
退
任
監
事

千
葉　
　

勝
様
（
宮
城
）

岩
佐　

喜
一
様
（
千
葉
）

加
賀　

昭
一
様
（
愛
知
）

⑶
　
退
任
常
任
理
事

大
泊　

信
雄
様
（
茨
城
）

青
木　
　

忠
様
（
群
馬
）

板
垣　

正
順
様
（
千
葉
）

渡
部　

博
正
様
（
神
奈
川
）

高
橋　
　

基
様
（
長
野
）

山
岸　
　

宏
様
（
新
潟
）

⑷
　
退
任
理
事

吉
村　

暢
夫
様
（
岩
手
）

大
澤　
　

勇
様
（
京
都
）

安
田　

吉
明
様
（
兵
庫
）

中
村　

通
郎
様
（
岡
山
）

大
下　

宣
義
様
（
広
島
県
）

原
田　
　

力
様
（
広
島
市
）

藤
原　

董
剛
様
（
山
口
）

上
田　

耕
三
様
（
愛
媛
）

下
釜　
　

明
様
（
長
崎
）

中
村　

貞
夫
様
（
熊
本
）

鳩
間　

用
吉
様
（
沖
縄
）

原　
　

良
三
様
（
千
葉
）

　

感
謝
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈
者

　
　

記
念
講
演
（
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
）

講 

師 

紹 

介

新正副会長並びに監事

感謝状贈呈

講
師　

日
本
退
職
公
務
員
連
盟　

　
　
　
　

常
任
理
事　

専
門
員

　

鈴
木
日
出
男
先
生

・
昭
和
10
年
、
東
京
都
中
央
区
日
本

橋
に
生
ま
れ
る
。

・
厚
生
省
年
金
局
年
金
課
、
資
金
課
、

数
理
課
等
に
勤
務
。
こ
の
間
、
高

知
県
、
熊
本
県
、
福
岡
県
の
国
民

年
金
課
長
を
歴
任
。

・
平
成
３
年
に
退
官
。
東
京
都
社
会

保
険
労
務
士
会
に
所
属
。

・
平
成
17
年
、
財
団
法
人
（
現
・
一

般
財
団
法
人
）
日
本
退
職
公
務
員

連
盟
に
着
任
。
常
任
理
事
・
専
門

員
と
し
て
現
在
に
至
る
。

☆ 

講
演
内
容
の
要
旨
は
次
号
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。
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平成27年度役員一覧

本
　
　
　
部

会

長

副

会

長

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

戸

張

敦

雄

多

田

丈

夫

永

峰　
　

貴

大

山

明

夫

樋

浦

晃

治

江

端

雅

司

橋

本

楯

夫

中

原

和

昭

後

藤

忠

雄

宮

原

都

明

東

京

東

京

北
海
道

山

形

新

潟

岐

阜

京

都

山

口

徳

島

佐

賀

常
任
理
事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

吉

田　

仁

石

塚

二

郎

石

田

和

男

清

水

章

夫

三
本
杉　
　
　

伸

大
河
内　

武　

久

山

縣

永

良

木

内

芳

則

入

子

祐

三

木

山

髙

美

田

中

昭

光

白

石

裕

一

大

野

幸

男

岡

野

仁

司

村

山

忠

幸

野

口

玲

子

茨

城

栃

木

群

馬

埼

玉

千

葉

神
奈
川

山

梨

長

野

東

京

東

京

東

京

東

京

東

京

東

京

東

京

東

京

監

事

　

〃

　

〃

菊

池

成

夫

高

橋　

基

面　
　

邦

雄

岩

手

長

野

福

井

地
　
　
　
区

理
事
（
副
会
長
）

理

事
（
北
海
道
地
区
）

永

峰　
　

貴

吉

岡

正

行

北
海
道

北
海
道

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

（
東
北
地
区
）

大

山

明

夫

石　

井　

康
太
郎

西

村

倬

郎

杉

山

紘

二

佐

藤

重

義

小

野

孝

雄

山

形

青

森

岩

手

宮

城

秋

田

福

島

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

（
関
東
甲
信
越
地
区
）

樋

浦

晃

治

石

田

孝

作

佐　

藤　

美
小
王

黒

田

貞

夫

新

潟

埼

玉

千

葉

東

京

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

（
東
海
北
陸
地
区
）

江

端

雅

司

上

田

清

成

横

山

恵

六

上

坂

守

男

廣

野

光

美

中

川

正

明

大

廣

佳

二

岐

阜

富

山

石

川

福

井

静

岡

愛

知

三

重

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

（
近
畿
地
区
）

橋

本

楯

夫

落

合

祥

浩

森

田

一

三

山

崎

幸

夫

松

村

惠

司

上

岡

正

直

京

都

滋

賀

大

阪

兵

庫

奈

良

和
歌
山

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

（
中
国
地
区
）

中

原

和

昭

西

村

英

昌

山

田

忠

男

吉

廣

俊

三

鷲

尾　
　

実

森

畠　
　

茂

山

口

鳥

取

島

根

岡

山

広
島
（
県
）

広
島
（
市
）

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

（
四
国
地
区
）

後

藤

忠

雄

石

原　
　

修

丹

下

敬

治

横

山

和

雄

徳

島

香

川

愛

媛

高

知

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

（
九
州
地
区
）

宮

原

都

明

花

田

一

芳

城

後

武

史

西

平

千

治

大

森　
　

勲

朝
来
野　

展　

生

冨

永

憲

市

石

塚

勝

郎

宜
寿
次　

政　

昭

佐

賀

福
岡
（
小
）

福
岡
（
中
）

長

崎

熊

本

大

分

宮

崎

鹿
児
島

沖

縄

事
　
務
　
局

事
務
局
長

事
務
局
次
長

事
務
局
員

徳

永

裕

人

中

原

慎

三

佐
々
木　

多
美
子

東

京

東

京

東

京

日
　
時	

平
成
27
年
６
月
10
日
（
水
）

	

午
後
１
時
よ
り

会
　
場	

江
戸
東
京
博
物
館　

学
習
室

出
席
者	

正
副
会
長
、
常
任
理
事
、

	

理
事
、
監
事
等　

74
名

司
会
・
進
行	

総
務　

野
口
玲
子

１
、
開
会
の
辞	

副
会
長　

横
山
和
雄

２
、
会
長
挨
拶	

会
長　

戸
張
敦
雄

３
、
平
成
２6
年
度
会
務
報
告

	
	

総
務
部
長　

入
子
祐
三

４
、
平
成
２6
年
度
決
算
報
告
・
監
査
報
告

	
	

会
計
部
長　

白
石
裕
一

	
	

監
事　

加
賀
昭
一

５
、「
役
員
の
選
出
」
並
び
に
「
総
会
宣

言
の
文
案
作
成
」
に
つ
い
て

９
地
区
の
副
会
長
に
よ
る
役
員
選
出

委
員
会
、
総
会
宣
言
の
文
案
作
成
委

員
会
を
開
催
し
作
成

│
│
そ
の
た
め
、
理
事
会
は
暫
時
休
憩
│
│

◇
　
再
　
開
　
◇

6
、
役
員
候
補
者
選
出
報
告

役
員
候
補
者
選
出
委
員
長　

清
水
章
夫

７
、
総
会
の
議
長
候
補
の
選
出

	

副
会
長　

片
岡
敦
子

	
副
会
長　

鈴
木
信
光

８
、
平
成
２７
年
度
「
目
標
」（
案
）

並
び
に
事
業
計
画
（
案
）

	
	

　

各
部
長
・
委
員
長

	
	

（
P
８
・
９
）

９
、
平
成
２７
年
度
予
算
案

	

提
案　

会
計
部
長　

白
石
裕
一

	
	

（
P 

11
・
12
）

１0
、「
総
会
宣
言
」
文
案
発
表

	

文
案
作
成
委
員
長　

江
端
雅
司

１１
、
そ
の
他

⑴
加
入
状
況
調
査
に
つ
い
て

総
務　

野
口
玲
子

⑵
米
寿
者
・
上
寿
者
等
の
調
査

生
涯
福
祉
部
長　

岡
野
仁
司

⑶
総
合
教
育
会
議
に
関
す
る
調
査

教
育
振
興
部
長　

大
野
幸
男

⑷
都
道
府
県
退
職
校
長
会
の「
概
要
」

　

の
作
成	

総
務
部
長　

入
子
祐
三

⑸
そ
の
他
の
調
査
依
頼

教
育
課
題
答
申
委
員
長　

田
中
昭
光

出
版
事
業
委
員
長　

木
山
髙
美

１２
、
全
連
退
の
歌

「
光
か
か
げ
て
」
斉
唱

１３
、
閉
会
の
辞	

副
会
長　

森　
　

剛

 

理
事
会
報
告
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全
国
連
合
退
職
校
長
会
綱
領

　
わ
れ
わ
れ
は
　
全
国
連
合
退
職
校
長
会
の
設

立
以
来
の
歴
史
や
活
動
を
継
承
し
　
わ
が
国
の

教
育
の
将
来
を
見
定
め
　
会
員
と
し
て
の
自
覚

と
誇
り
を
も
っ
て
　
こ
こ
に
綱
領
を
制
定
す
る

一
　
教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
　
日
本
の
教
育

の
振
興
に
寄
与
す
る

一
　
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
涯
学
び
続
け
　
充

実
し
た
生
き
方
を
実
現
す
る

一
　
会
員
の
親
睦
を
図
り
　
福
利
・
厚
生
の
拡

充
に
努
め
る

一
　
地
域
の
教
育
・
文
化
の
向
上
や
　
良
好
な

環
境
の
形
成
に
尽
力
す
る

一
　
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
力
し
て
　

活
動
の
発
展
を
図
る

　平
成
十
六
年
六
月
十
七
日

（
設
立
四
十
周
年
）
制
定

　
　
　
　

総
　
会
　
宣
　
言

昭
和
四
十
年
六
月
、
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
目
的
で
設
立
さ

れ
た
全
国
連
合
退
職
校
長
会
は
、
記
念
す
べ
き
五
十
周
年
の
佳
節

を
迎
え
た
。
こ
の
間
、
本
会
は
教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
る
と
と

も
に
、
会
員
の
充
実
し
た
生
き
方
の
実
現
に
も
貢
献
し
て
き
た
。

本
会
は
将
来
に
わ
た
っ
て
各
退
職
校
長
会
と
の
連
携
・
協
力
を
密

に
し
、
会
員
相
互
の
絆
を
大
切
に
し
て
組
織
の
拡
充
・
活
性
化
に

努
め
、
そ
の
存
在
を
顕
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
日
、
我
が
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
厳
し
い
挑
戦

の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

今
後
一
層
、
教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
、
子
ど
も
た
ち
が
変
化

を
乗
り
越
え
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
社
会
総
が
か
り
」
で
教
育
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
改
革
の
動
向
も
注
視
し
、
会
員
の
福
祉

の
増
進
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
時
に
当
た
り
、
我
々
は
、
本
会
の
草
創
期
か
ら
の
諸
先
達

の
意
思
を
継
承
す
る
と
と
も
に
新
し
い
時
代
に
向
け
て
創
意
と
組

織
力
を
高
め
、
教
育
の
不
易
な
る
も
の
に
思
い
を
致
し
、
時
宜
に

応
じ
た
意
見
や
提
言
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
総
会
に
当
た
り
、
左
記
事
項
の
実
現
に
尽
力
す
る
こ

と
を
宣
言
す
る
。

記

一	

　
「
三
・
一
一
を
忘
れ
な
い
」
被
災
地
の
復
興
と
教
育
活
動
の
正
常
化

の
た
め　

国
へ
の
迅
速
な
対
策
を
求
め　

会
員
は
組
織
を
通
し
て
あ
る

い
は
各
自
の
立
場
で
そ
の
支
援
に
努
め
る

一	

　

質
の
高
い
学
校
教
育
を
実
現
す
る
た
め　

計
画
的
な
教
員
の
定
数
改

善
を
は
じ
め
事
務
量
の
軽
減
や
人
材
確
保
法
の
堅
持
な
ど　

教
育
諸
条

件
の
整
備
・
充
実
を
期
し　

研
究
・
協
議
を
深
め　

時
宜
に
応
じ
て
政

府
・
中
央
教
育
審
議
会
等　

関
係
機
関
へ
の
意
見
具
申
や
要
望
活
動
を

行
う

一	

　

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
目
指
し　

高
齢
者
の
社
会
参

加
を
含
め　

将
来
展
望
の
持
て
る
年
金
制
度
改
革
を
は
じ
め　

高
齢
者

医
療
・
介
護
保
険
制
度
等　

高
齢
者
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
た
改
善　

並
び
に
栄
典
候
補
者
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
関
係
機
関

に
要
望
を
行
い　

会
員
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る

一	

　

経
験
と
知
恵
を
生
か
し
た
学
校
支
援
事
業
や
社
会
貢
献
活
動
・
青
少

年
の
健
全
育
成
な
ど　

生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
学
習
を
通
し
て　

家
庭

や
地
域
の
教
育
・
文
化
の
向
上
に
寄
与
し　

活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
推

進
に
努
め
る

一	

　

新
設
さ
れ
た
「
総
合
教
育
会
議
」
に
お
け
る　

地
域
の
実
情
に
応
じ

た
教
育
行
政
の
大
綱
の
作
成
等
協
議
・
調
整
事
項
の
動
向
を
注
視
し　

必
要
に
応
じ
て
意
見
具
申
を
行
い　

地
域
社
会
の
創
生
に
寄
与
す
る

一	

　

国
民
挙
っ
て
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る
日
と
し
て　

国
民
の
祝
日

「
教
育
の
日
」
の
制
定
並
び
に
そ
の
活
動
内
容
の
充
実
を
図
り　

教
育

尊
重
の
気
運
の
喚
起
・
醸
成
に
努
め
る

第
五
十
一
回　

全
国
連
合
退
職
校
長
会	

総
会

日
　
時	

平
成
27
年
６
月
10
日
（
水
）

	

午
後
１
時
よ
り

会
　
場	

江
戸
東
京
博
物
館　

学
習
室

出
席
者	

正
副
会
長
、
常
任
理
事
、

	

理
事
、
監
事
等　

74
名

司
会
・
進
行	

総
務　

野
口
玲
子

１
、
開
会
の
辞	

副
会
長　

横
山
和
雄

２
、
会
長
挨
拶	

会
長　

戸
張
敦
雄

３
、
平
成
２6
年
度
会
務
報
告

	
	

総
務
部
長　

入
子
祐
三

４
、
平
成
２6
年
度
決
算
報
告
・
監
査
報
告

	
	

会
計
部
長　

白
石
裕
一

	
	

監
事　

加
賀
昭
一

５
、「
役
員
の
選
出
」
並
び
に
「
総
会
宣

言
の
文
案
作
成
」
に
つ
い
て

９
地
区
の
副
会
長
に
よ
る
役
員
選
出

委
員
会
、
総
会
宣
言
の
文
案
作
成
委

員
会
を
開
催
し
作
成

│
│
そ
の
た
め
、
理
事
会
は
暫
時
休
憩
│
│

◇
　
再
　
開
　
◇

6
、
役
員
候
補
者
選
出
報
告

役
員
候
補
者
選
出
委
員
長　

清
水
章
夫

７
、
総
会
の
議
長
候
補
の
選
出

	

副
会
長　

片
岡
敦
子

	

副
会
長　

鈴
木
信
光

８
、
平
成
２７
年
度
「
目
標
」（
案
）

並
び
に
事
業
計
画
（
案
）

	
	

　

各
部
長
・
委
員
長

	
	

（
P
８
・
９
）

９
、
平
成
２７
年
度
予
算
案

	

提
案　

会
計
部
長　

白
石
裕
一

	
	

（
P 

11
・
12
）

１0
、「
総
会
宣
言
」
文
案
発
表

	

文
案
作
成
委
員
長　

江
端
雅
司

１１
、
そ
の
他

⑴
加
入
状
況
調
査
に
つ
い
て

総
務　

野
口
玲
子

⑵
米
寿
者
・
上
寿
者
等
の
調
査

生
涯
福
祉
部
長　

岡
野
仁
司

⑶
総
合
教
育
会
議
に
関
す
る
調
査

教
育
振
興
部
長　

大
野
幸
男

⑷
都
道
府
県
退
職
校
長
会
の「
概
要
」

　

の
作
成	

総
務
部
長　

入
子
祐
三

⑸
そ
の
他
の
調
査
依
頼

教
育
課
題
答
申
委
員
長　

田
中
昭
光

出
版
事
業
委
員
長　

木
山
髙
美

１２
、
全
連
退
の
歌

「
光
か
か
げ
て
」
斉
唱

１３
、
閉
会
の
辞	

副
会
長　

森　
　

剛
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平
成
27
年
度
　
事
業
計
画

目
　
標

設
立
50
周
年
を
迎
え
た
全
国
連
合

退
職
校
長
会
は
、
諸
先
輩
の
活
力
と

熱
意
を
継
承
し
、
心
豊
か
な
人
間
性

と
創
造
性
を
備
え
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

を
生
き
抜
く
自
立
的
な
日
本
人
の
育

成
を
目
指
し
、
我
が
国
の
教
育
の
振

興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
文

化
の
向
上
や
会
員
福
祉
の
増
進
に
努

め
、
各
退
職
校
長
会
相
互
の
連
携
を

密
に
連
合
体
と
し
て
の
活
動
を
展
開

す
る
。

１　
「
３
・
11
を
忘
れ
な
い
」
被
災

地
の
復
興
と
教
育
の
正
常
化
の
た

め
、
国
へ
の
迅
速
な
対
策
を
求
め
、

会
員
は
組
織
を
通
し
て
、
あ
る
い

は
各
自
の
立
場
で
そ
の
支
援
に
努

め
る
。

２　

教
員
一
人
当
た
り
の
児
童
生
徒

数
を
先
進
国
並
み
の
水
準
に
す
る

な
ど
計
画
的
な
教
員
定
数
改
善
を

は
じ
め
、
教
育
諸
条
件
の
整
備
・

充
実
を
図
り
、
よ
り
良
質
な
教
育

環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、
研
究
・

協
議
を
深
め
、
時
宜
に
応
じ
て
政

府
・
中
教
審
等
へ
の
要
望
や
意
見

具
申
を
行
う
。

３　

受
益
と
負
担
の
均
衡
の
と
れ
た

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
目

指
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
含

め
、
将
来
展
望
の
持
て
る
年
金
制

度
改
革
を
は
じ
め
、
高
齢
者
医

療
・
介
護
保
険
制
度
等
、
高
齢
者

の
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
し
た
改
善
、
並
び
に
栄
典

候
補
者
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
関
係

機
関
に
要
望
し
、
活
力
あ
る
長
寿

社
会
の
実
現
に
努
め
る
。

４　

経
験
と
知
恵
を
生
か
し
た
学
校

支
援
事
業
や
社
会
貢
献
活
動
、
青

少
年
の
健
全
育
成
な
ど
、
生
き
が

い
の
あ
る
生
涯
学
習
を
通
し
て
、

家
庭
や
地
域
の
教
育
・
文
化
の
向

上
に
寄
与
し
、
自
ら
の
生
き
方
を

豊
か
に
し
交
流
の
輪
を
広
げ
る
。

５　

国
民
挙
っ
て
教
育
の
在
り
方
を

考
え
る
日
と
し
て
、
国
民
の
祝
日

「
教
育
の
日
」
の
制
定
並
び
に
そ

の
活
動
内
容
の
充
実
を
図
り
、
教

育
尊
重
の
気
運
の
喚
起
・
醸
成
に

努
め
る
。

６　

新
設
さ
れ
た
「
総
合
教
育
会

議
」
に
お
け
る
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
教
育
行
政
の
大
綱
の
策
定

等
、
協
議
・
調
整
事
項
の
動
向
を

注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て
意
見
具

申
を
行
い
、
地
域
社
会
の
創
生
に

寄
与
す
る
。

７　

本
会
設
立
50
周
年
に
当
た
り
、

将
来
を
見
据
え
た
意
義
あ
る
記
念

事
業
を
推
進
し
、
各
退
職
校
長
会

と
の
連
携
・
協
力
を
一
層
密
に
し
、

会
員
相
互
の
絆
を
大
切
に
し
て
、

組
織
の
拡
充
・
活
性
化
に
努
め
る
。

総
　
務
　
部

１　

本
会
の
綱
領
や
全
連
退
教
育
憲

章
の
精
神
及
び
各
退
職
校
長
会
の

意
向
を
踏
ま
え
、
年
度
の
目
標
を

定
め
、
各
組
織
間
の
連
絡
・
調

整
・
相
談
等
に
あ
た
る
と
と
も
に
、

諸
事
業
の
円
滑
な
進
行
、
諸
課
題

の
解
決
に
努
め
る
。

２　

総
会
、
理
事
会
、
副
会
長
会
、

常
任
理
事
会
、
事
務
局
長
会
等
の

企
画
・
運
営
に
当
た
る
。
ま
た
記

念
講
演
の
企
画
・
実
施
に
努
め
る
。

３　

関
係
省
庁
や
中
央
教
育
審
議
会

等
へ
の
要
望
・
意
見
具
申
・
提
言

に
努
め
る
。

４　

文
部
科
学
省　

初
等
中
等
教
育

局
長
と
の
教
育
懇
談
会
の
企
画
・

実
現
に
努
め
る
。

５　

全
国
組
織
の
教
育
関
係
団
体
と

連
携
す
る
と
と
も
に
そ
の
支
援
に

努
め
、
本
会
の
存
在
意
義
の
高
揚

を
図
る
。

６　

全
連
退
情
報
の
発
行
に
努
め
、

各
都
道
府
県
退
職
校
長
会
へ
の
迅

速
な
情
報
提
供
を
す
る
と
と
も
に
、

情
報
の
共
有
化
を
図
り
会
員
の
連

帯
感
の
醸
成
に
努
め
る
。

７　
「
平
成
27
年
度　

年
間
紀
要
」

の
編
集
発
行
に
努
め
る
。

８　

平
成
28
年
度
の
「
目
標
・
総
会

宣
言
」
の
素
案
を
作
成
す
る
。

９　
「
財
務
状
況
健
全
化
検
討
会
議
」

「
組
織
対
策
検
討
会
議
」
の
検
討

結
果
を
部
長
会
・
常
任
理
事
会
等

に
諮
り
、
成
果
の
具
現
に
努
め
る
。

10
、
全
連
退
設
立
50
周
年
記
念
事
業

の
完
結
を
目
指
し
て
協
力
体
制
を
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固
め
る
。
記
念
事
業
実
行
委
員
会

と
の
連
絡
調
整
を
密
に
行
い
推
進

す
る
。

　
教
育
振
興
部

１　
「
教
育
の
日
」
に
つ
い
て
未
制

定
府
県
の
制
定
推
進
と
制
定
都
道

県
・
市
町
村
の
事
業
の
充
実
に
寄

与
す
る
。

２　

各
都
道
府
県
に
お
け
る
「
総
合

教
育
会
議
」
の
設
置
状
況
と
課
題

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

３　

望
ま
し
い「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

ス
ク
ー
ル
」
の
在
り
方
に
つ
い
て

研
究
す
る
。

４　
「
全
連
退
教
育
憲
章
」
の
趣
旨

の
徹
底
・
普
及
を
図
る
。

５　

教
育
振
興
に
関
す
る
関
係
機
関

へ
の
意
見
具
申
・
要
請
活
動
等
の

素
案
を
検
討
す
る
。

　
生
涯
福
祉
部

１　

生
涯
学
習
活
動
の
振
興
・
充
実

に
係
る
情
報
の
収
集
と
広
報
に
努

め
る
。

２　

会
員
並
び
に
後
進
の
生
活
の
安

定
・
安
全
に
係
る
情
報
の
収
集
と

広
報
に
努
め
る
。

３　

年
金
・
高
齢
者
医
療
・
介
護
等

の
制
度
の
改
善
・
充
実
に
係
る
全

連
退
の
提
言
・
意
見
を
日
本
退
職

公
務
員
連
盟
等
と
連
携
し
て
関
係

省
庁
に
要
望
す
る
。

４　

叙
勲
に
お
け
る
義
務
教
育
関
係

者
の
格
上
げ
と
叙
勲
枠
の
拡
大
を

関
係
省
庁
に
要
望
す
る
。

５　

米
寿
・
上
寿
を
迎
え
る
会
員
を

調
査
し
、
賀
詞
・
寿
詞
を
贈
り
長

寿
を
慶
祝
す
る
。

　
広
　
報
　
部

１　

全
連
退
の
機
関
紙
と
し
て
、
会

報
に
は
主
要
な
会
議
や
政
府
へ
の

要
望
活
動
、
教
育
情
報
な
ど
を
掲

載
す
る
。
さ
ら
に
、
地
区
連
絡
協

議
会
、
都
道
府
県
だ
よ
り
、
地
方

の
会
報
紙
の
特
色
あ
る
活
動
記
事

な
ど
を
掲
載
す
る
。

２　

本
年
度
は
、
年
４
回
（
196
号
〜

199
号
）
の
会
報
を
発
行
す
る
。
発

行
予
定
日
は
７
月
２
日
、
９
月
30

日
、
１
月
１
日
、
３
月
15
日
と
す

る
。

３　

会
報
198
号
（
１
月
１
日
発
行
）

は
、
設
立
50
周
年
記
念
特
集
号
と

す
る
。

４　

新
会
員
勧
誘
支
援
用
と
し
て
、

198
号
（
１
月
１
日
号
）
を
希
望
す

る
都
道
府
県
に
増
配
す
る
。

５　

10
月
に
設
立
50
周
年
記
念
誌
を

発
行
す
る
。

６　

全
連
退
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

を
適
宜
行
う
。

　
会
　
計
　
部

１　

設
立
50
周
年
記
念
事
業
の
実
現

の
た
め
に
、
特
別
会
計
か
ら
の
支

出
案
に
基
づ
い
た
予
算
執
行
に
あ

た
る
。

２　

各
都
道
府
県
退
職
校
長
会
と
の

連
携
に
努
め
、
会
員
数
の
増
加
や

本
会
会
費
の
増
収
を
図
る
。

３　

諸
事
業
が
順
調
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
財
務
の
適
切
な
執
行
・
運

用
に
努
め
る
。

４　

組
織
を
支
え
、
会
務
の
円
滑
な

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、「
財

務
状
況
健
全
化
検
討
会
議
」
を
継

続
し
、
今
後
の
基
本
的
な
方
策
を

構
築
す
る
。

　
教
育
課
題
答
申
委
員
会

１　

当
面
す
る
教
育
課
題
（
会
長
か
ら

の
諮
問
事
項
）に
つ
い
て
答
申
す
る
。

　
　

学
校
教
育
法
第
一
条
（
学
校
の

範
囲
）
に
義
務
教
育
学
校
が
規
定

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
義
務
教
育
学

校
に
係
わ
る
背
景
や
制
度
上
の
諸

問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
、
義
務
教

育
学
校
に
対
す
る
本
会
の
見
解
を

答
申
す
る
。

（
答
申
期
限　

平
成
27
年
11
月
30
日
）

２　

中
央
教
育
審
議
会
等
の
審
議
課

題
へ
対
応
す
る
。

　

出
版
事
業
委
員
会

１　

第
６
回
出
版
図
書
「
未
来
を
拓

く
学
校
の
力
」（
平
成
27
年
１
月

初
版
）
の
購
読
状
況
の
分
析
、
編

集
企
画
の
反
省
・
考
察
。

２　

第
７
回
の
図
書
出
版
（
皆
で
創

り
皆
で
広
報
す
る
教
育
図
書　

平

成
30
年
度
予
定
）
の
新
企
画
・
編

集
方
針
の
検
討
。

３　

各
都
道
府
県
退
職
校
長
会
主
催

で
行
わ
れ
て
い
る
「
研
修
事
業
」

の
実
態
調
査
を
行
い
、
各
団
体
の

参
考
に
供
す
る
。


